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数を上げたときの効果に大変似通っている｡ このことから､弱磁場では 島間の揺 らぎが助起 さ
れな くなるこが類推で き､島の磁化は その運動に関して何らかのビン止め力を受けていること
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図3.NiC12-GICについて､励起磁場瀬幅
hを様々に変えたときの非線型応
答 H',Jhの温度依存性の変化.
このような島間の遅い揺らぎは､そのまま島間秩序化機構につながる問題である｡先に述べ
たようにT｡1'付近の非線型磁化率の振る舞いは反強磁性的な協力現象があることを示唆 してい
る｡そしてこれは､中性子回折によりTcl以下で面間の反強磁性相関が観測される事実4)に矛盾
しない｡しかし､このGICの低温相が典型的な反強磁性体の性質だけを示すものでないことは､
熱残留磁化の記憶現象に代表される様々な動的特性1)から見て明らかである｡上記の中性子回
折も面間相関は数層にとどまるとの結果を与えており､秩序相は､反強磁性体とランダム磁性体
の性質を合わせ持っていると考えざるを得ない｡この複合的性格を説明するモデルを現在なお
模索中であるが､強磁性クラスターの集合を考えるだけでは不十分であるのはたしかで､T911'
よりかなり高温域からランダムに凍結する磁性相と､強磁性の島が相互作用をしつつ共存して
いる描像を有力候補として検討中である｡
以上に紹介 した､NiC12-GICの線型･非線型磁化率の振る舞いは､第2,第3ステージのCoC12-GIC
についても殆ど同様である｡6)一見 複雑でとりとめもなく見えるこれらGICの磁性だが､それは
必ずしも個々に特異なものではなく､クラスター構造という共通の複合構造に基礎をおく普遍
的な性質である｡本研究がこうした複合糸の本質を探る端緒 となれば幸いと考えている｡
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